
秋田県児童･生徒の身体発育に関する研究

忠和 田

過をみると，小・中・高等学校の児童・生徒は，おのお

の年度が進むとともに順調に発育している〔'4)。

同じ年令のものの発育状態を昭和25年度， 32年度，

39年度について示したのが図1である。

図1体位の推移 （秋田県）

緒 言

わが国，児童・生徒の体位は最近と承に大きくなりつ

つあるが，かかる現象のおきている理由として栄養の充

実，学校教育の充実， または社会環境の改善等多くのも

のがあげられている(1)。

児童・生徒の体位の現状をは握するには，現在の体位

はもとよりのことであるが，過去においてどのような実

態であったか， または逐年的にどのような発育推移をも

って現在にいたったかを検討しなければならない。

成長，発育に直接大きな影響を与えているものとし

て，生活環境や社会環境があげられるが，それらは地域

性によって著しい差異を生じている。したがって，それ

が児童・生徒の発育にも大きな影響を与え，体位の地域

差となってあらわれてくる(2)(3)(4)(5)(6) ◎

このたび,秋田県のおかれている生活環境,社会環境，

地域性のもとにある児童・生徒の体位の発育に関して，

文部省の体位の調査報告書をもとにして，横断的観察に

よって昭和23年度以降昭和39年度までの発育変遷を検

討したので報告する。
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研究方法

研究の資料としたのは，全国の学生・生徒・児童・幼

児の体位および健康状態を明らかにするため，文部省が

実施し，その結果を収録している学校保健統計調査の報

告書(指定統計第15号)から，秋田県児童・生徒に関す

る次のことにわたった。

すなわち，昭和23年度から39年度の長期間につい

て， 6才から17才までの児童・生徒の身長・体重・胸

囲・座高の四項目の発育統計を基礎として

1体位の一般的発育経過

2 同一年令者の発育量

3年間の平均発育増加量

4体位の分散の状態

5体格の特徴

6 1～5の各項について全国値との比較等を考察す
る（7）(8)(9)(10)(11)(12)(13） ◎

ノク

呼
年令4 7 8 7 ” 〃 ﾉZ 〃 ノf ノs ノ6 ′7才

身長を男子の場合についてゑると，25年度に7才のも

のは113.2”であるが， 39年度6才の113.0c〃よりわ

ずかに大きい程度である。年令が進承8才になると， 25

年度は118.1c〃となる。39年度では7才がすでに118.3

c〃と成長して． 25年度の8才より大きくなってしまっ

た。この現象は年令の増加にしたがってますます大きく

あらわれ， 39年度の15才が162.8c〃で25年度の17才

の162.2c〃より大きい。

現在の高等学校一年生は，昭和25年度当時の三年生

よりも大きいわけである。

一方，女子の場合を承ると， 2年令分早く成長してい

る年令は，男子より早い時期にあらわれている。すなわ

ち， 39年度の12才は146.5C〃あるが，それは25年度

の14才と同じ身長である。また.39年度の14才は152.5

c耐となり， 25年度の16才の152.2”より大きく成長し

てしまう。

体重についてゑると，同一年令のものが1年分の差異

を生じているのは，男･女とも10才からであるが，身長

結果の考察

1体位の一般的発育経過

昭和23年度から39年度にわたる体位の一般的発育経
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子が男子を上まわってくる。しかも，女子の上まわる数

量が25年度より39年度が大きくなってきた。このこと

は,体重にもあらわれており,女子の発育促進の時期の特

徴を示している。しかし,14才以上になると男子は身長・

体重ともいぜんとして増加していくが，女子は反対に発

育停滞が目立ち，体位における性別格差が明確になる｡

に承られたような2年令もの発育促進現象は承あたらな

い。

こんにち，発育の加速化現象が周知の事実として全国

的なものとなっているが，秋田県の児童・生徒において

も近年あらわれ， しかも発育の促進期が低年令へと移動

していることが図1によって察知できる〈15)(16)(17)(18〕(19〕 O

また，男・女の発育曲線にはいくぶん異なる傾向が承

られる。身長では，小学校前期の6才から9才までは男

子が女子にまさっているが，10才から13才にかけて,女

表1 各年度における体位の全国比較

各年度における，全国値との比較を7才・12才・17

才につい示したのが表1である。

（秋田県）
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数値＝秋田県平均値一全国平均値

全国的にみた順位（秋田県）昭和39年度表2それによると,秋田県が全国値を上まわっているのは，

男・女とも体重と胸囲である。また，下まわっているの

は身長と座高である。

全国値を上まわる，体重についてふると，男子の7才

は平均0.12坪多いにすぎないが,12才になると0.46噂，

17才では1.39彫も多くなる。また女子の7才は平均し

て全国値より0.52彫下まわっていたが， これも昭和33

年度以降には全国値より多くなっている。 12才には完

全に上まわり， 17才にいたると1.13坪も良く，男子と

同じく1坪以上の格差が承られる。

一方，身長は男・女とも毎年度，全国平均におよばな

い。男子では7才が0.41C", 12才0.21C", 17才0.41

”下まわっている。女子もまた， 7才0.42C", 12才

0.58”， 17才0.19c〃も全国値に劣っている。
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注数字は全国順位である。

男子の身長についてゑると，各年令とも全国平均より’

劣っているので順位も20位以下となっている。女子は

9才から13才までは上位を保っているが，そのほかは男

子と同じくふるわない。また，体重は男・女とも良い位

置を占めているが，胸囲は特に良く，女子の8才,15才

を除くと男・女とも上位を独占している。しかし”座高

は30位以下となり全国的にゑて下位にある。

都道府県順位は，年度や年令によって平均値は良くな

表2は体位を全国的にゑた場合，昭和39年度はいず

れの順位にあるかを示した。
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っても，順位はむしろ下がることもあるが，総体的に承 の生徒で，その増加量は平均0.5c"以上となっている。

ると男・女とも，身長．座高において全国平均以下にあ 女子の発育増加時期が男子より1年令低くなってい

るに対して体重・胸囲が上まわっている。いわゆる’ズ る･

ングリ型の体型が連想される。 また，各年度にわたる発育量には，両性間にほぼ同じ

このことは，低年令のものより，高年令のものが一層 傾向がうかがわれた。発育量が認められないもの，ある

明らかである(20)。 いは減少となっているのは昭和25年～26年度および

29年～30年度の二回承られるが，それ以外逐年順調な
2 同一年令者の発育量

発育経過をたどっている。

秋田県児童・生徒の体位が毎年，前年度に比較してど

のくらい向上しているかを対前年度増加量によって検討 体重の場合は（表5，表6）両性とも年令の増加につ

した。 れて好ましい増量を示しているが，特に著しいのは，男

表3 同一年令者の逐年発育量（秋田県）男子身長(cw) 子は14才からで，その量は平均0.4彫とな

っている。また，女子は11才から14才まで

は0.34彫以上の増量をゑせ，他の年令より

良い値を示している。

各年度の発育量を承ると，身長に承られた

ような年度によってはいずれの年令も発育の

認められないのはなく， 25年～26年度およ

び31年～32年度の小学校児童だけが減少を

承せている程度である。

一方，胸囲の発育は（表略）男子の場合，

年令の増加とともに発育量も増加している。

特に著しいのは14才以降で17才まで続く。

女子は12才， 13才が頂点となり，それ以降

は年令の増加にともなってわずかな下向がゑ

られる。

座高は，男子13才， 14才,女子12才が頂

点となっている。

以上， 4項目の同一年令者の逐年増量につ

いて考察を進めたが，身長・体重の加速度的

に充実していく年令は男・女によっていくぶ

ん異なることが明らかにされた。

表7は昭和23年から39年度にいたる同一

年令者の体位の発育量を示した。

それによると，男・女ともいずれの項目に

おいても6才から年令が進むにつれて増加

し，男子の胸囲を除いては，或る年令に達す

ると発育量に頂点があらわれ，その後，年令

が進むにつれて漸減していくという型を段せ

ている。

身長の場合．男子は6才が3．8”であった

が，最も多い増加量を承せている13才では
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表4 同一年令者の逐年発育量（秋田県） 女子身長（”）
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身長についてゑると(表3，表4)同一年令のものは，

小・中・高等学校いずれのものも少しではあるが逐年増

加している。比較的多く増加しているのは，男子の場合

12才， 13才， 14才の中学校生徒である。また，女子は

11才， 12才， 13才の小学校6年生・中学校1年・ 2年

9.9c〃となっている。同一年令のものの身長が戦後10C"

近くも伸びたことになり驚くべきことである。戦前にお

いて最も大きかった昭和13年の147.5cm, (13才）より

も更に大きくなった(21)。

また，女子の場合は6才から12才までは,いずれの年
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同一年令者の逐年発育量（秋田県表5 ） 男子体重（跡） 令においても男子より発育量が多く，特に最

大を示している12才は12.2c〃の成長ぶりを

象せている。

身長の増加量を全国値と比較すると，男子

はいずれの年令においても，秋田県より多く

なっている。すなわち，最少値が6才の5.0

C〃,最大値が14才の11.7C〃を示している。

また女子は6才から12才までは，秋田県が

いくぶん多くなっているものの，各年令にお

ける平均身長は，前述したように全国値には

及ばない。

体重の発育量を承ると，男・女間の傾向に

はかなりの差異がうかがわれる。すなわち，

男子は11才頃から急激な増加をふせ，頂点

が16才(8.5彫)にあらわれ， 17才にいたっ

ても7．5坪を示し,著しい下向は承せていな

い。しかし，女子の場合には，頂点が13才

(7.0坪)であるが，年令の増加にともなって

はげしい下向を承せている。

胸囲の増加量は，両性とも体重と全く同じ

現象を示している。

幅厚育のさかんな時期は，男子は高等学校

時代，女子は中学校時代であるといえよう。
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同一年令者の逐年発育量 （秋田県） 女子 体重（彫）表6
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標準偏差をもととして， 昭和30年度と昭

和38年度の標準体位表をつくり,体位段階の

変化をみた。

身長について承ると，表8に示す如く，

男・女間には同じ傾向が承られる。すなわ

ち･30年度に「大きい方」に属する9才のも

のは， 38年度には「人なゑの範囲」にかわ

り， 「特別に大きい」のは「大きい方」に近

づいている。つまり，階段が一つずれている

といえる。このことは， 10才， 11才におい

ても承られることである。

しかし'13才以上になると，同一段階には

大きな差は承られるものの，一つずれるとこ

ろまでにはならない。

体重の場合は，表9に示す如く，段階間に

は身長ほど大きな格差は認められないが，昭

和30年度の標準体位表をもって，近年の児

童・生徒にあてはめることは適切でない。
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身長（”）表8 年度による標準体位表の相異（秋田県）
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量の時期に明らかな相違がみられるわけで，女子の身長

そのものが，男子の体位を上まわる時期が生ずるのは，

年間発育量によって決まると考えられる。

年間発育量を全国値と比較すると，発育の急増期は男

女ともほぼ同じ傾向を示している。しかし，発育量その，

ものを承ると，低年令では,秋田県が全国値より少ない。

そのことは秋田県児童・生徒の身長は全国平均値を下ま

わっていることになる。このように，長育面が劣ってい

るということは，就学時からすでに存在しているわけで

ある。

しかし,14才以上になると，秋田県の発育量が全国値

を上まわり，両者の身長の差は次第に縮まり；成人した

ときにはそれほど差はなくなるであろう。

図3 年間発育量の年代差 （秋田県）

体重

3年間の平均発育増加量

同一年度入学者の平均体位が1年間にどのくらい伸び

ているかは年間発育量によって承ることができる。年間

発育量の年代による差異を昭和25年度， 31年度， 39年

度の3時期にわたって年令ごとにあらわしてぶた･

図2 年間発育量の年代差 （秋田県）図2
●

C恥

『

7

4

J

f

う

ユ

ノ

0

鋤

聯
７
’
よ
４
う
Ｚ
Ｊ
０

－昭和25年度
一昭和31年度
------昭和39年度

男

■■ 4■

才〃
６
～
７

３
３
７

″
ｊ
に

７
ｉ
ｆ

？
～
〃

/‘句

ﾘ

ﾉ7ォ

ル
ー
″

脾
～
〃

〃
１
坪

”
～
〆

ぽ
ｊ
必

、
女 ﾑク“

７
’
ず
今
３
２
Ｊ
。

､
‘

クーd■‘■■一‐口、0 ー●ー

A 言＝＝

６
１
７

ｆ
ｊ
９
．

，
ｊ
”

７
Ｊ
月
Ｕ

/p

I

〃

〃
～
〃

″
ｌ
心

“
１
忽

/子 〃‐

I ）

fr″

オ
オ

だ
』
”

－昭和25年度
呼
ぶ
多
３
２
ノ
、

尚木I

‐、

3 7 3 ア ノ。 〃 〃 ノ3 〃 〃、 ′6オ
1 1 ｛ ‘ j j 『 I I 『 』

7 『 ？ ／｡ 〃 ／ユ ノョ ／》 〃 ／‘ ′7才

図2は身長の年代差である。それによると男子は，昭

和25年度には10～11才からの増加が著しく，頂点は14

～15才となりその量は8.5c卿に達する。そして15～16

才には激減するという状態である。昭和31年度の発育

量もまた，昭和25年度と同じ傾向がゑられるが， 昭和

39年度になるとかなり異なる。すなわち， 10～11才か

ら増加していくという点では一致しているが,12～13才

の発育量7.6噸が頂点となっている。

つまり，最大発育量の年令が近年になって早い時期に

あらわれることがわかる。

一方，女子の場合は，頂点が11～12才であって，最

大発育量の年令そのものの時代差は認められない。ただ

昭和39年度の特徴は6～7才から年令の増加にともな

う，身長の増加量が11～12才まで続くというこことで

ある。女子は小学校時代が最も大きい発育量を示してい

るb

このように，男子が女子にくらべて約2年ほどおくれ

て発育の頂点がやってくるということは，両性間の発育

‘ 7 8 ？ ／” 〃伝 ／3 ／チ ノタ ノ‘オ
ノ ノ j j j I I j j j （

‐ 7 3 ？ 〃〃 ／ユ 必 ノチ ／J、 〃 ノ7オ

体重については図3に示した。

男子の場合，各年度とも6～7才が2.1～2.4彫で最

も少なく，年令が進むにつれて増加し， 14～15才が6.1

陣， （25年度）7．5彫(31年度）6．2彫(39年度）となり

最大量を示す。16～17才に達しても2.6～3.3彫の増加
を糸せている。

女子については，昭和25年度の最大量が14～15才の．

5.3噂であったが,31年および39年度には11～12才に

あらわれた。

このように，体重の急増期が男子より3年令も低年令

層に移っている，身長．胸囲．座高には承られない現象．

である。

このことは，全国値の25年度の頂点が14～15才であ‘

ったが， 39年度になるとその頂点が11～12才に移行し



32

たことに類似している。

4体位の分散の状態

前述までの考察は主として，体位の平均値だけからゑ

たものであったが，個灸の「ちらばり」の状態をゑる標

準偏差，分散の大小を相対的に比較することのできる変

動係数から考察を進めたい。

図4，図5は昭和38年度について，身長および体重の

標準偏差・変動係数が年令の増加にともなって， どのよ

うに変化するかの比較図である。

図4 変動係数と標準偏差の変化の比較(秋田県）

（昭和38年度）

また，女子の場合は標準偏差，変動係数とも10才が

頂点で，それぞれ6.8Cm, 5．0%を示し，男子よりわず

かに小さい。しかし，頂点が男子と比較して低年令にあ

らわれておるのは，長育の急増期に入って成長する年令

に個人差が多くあることを意味する。

このことは，図2に示された年間発育量の多い年代と

一致していることによっても明らかである。

体重について承ると （図5）標準偏差，変動係数の年

令的変化にはかなりの差異が承られる。すなわち，標準

偏差では，男・女とも6才が2.2噂で最も少ないが,両

性とも年令の増加にともなって「ちらばり」の状態もぐ

んぐん開き，男子は14才7.2彫,15才7.3彫, 17才5.9

彫となり，女子は12才6.0彫， 13才6.1彫， 14才6.1

彫となり，15.16.17才にいたっても5．5噂を下らない。

一方，変動係数を承ると，両性の頂点となっていると

ころは，男子13才16.6％，女子10才16.5％となって

年令的には身長と変らないところにある。

かように，標準偏差は発育の急増期には大きな値をと

るが，発育が完成期に近づくにつれて標準偏差は小さく

なり，体位は全体に平均化する傾向がうかがわれる｡(図

2参照)。

また，変動係数で比較すると，体重の分散は最も大き

い。例えば， 13才の男子では,昭和38年度には身長5.4

％，胸囲6.9％，座高5.6％に対して体重の変動係数は

16.6％となっており，女子の11才の場合には,身長4.8

％，胸囲7.1％，座高5.5％となっていて,身長,胸囲，

座高の2～3倍の値を示している。

身長
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今
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物

標準偏差

年凸
令‘ 7 ア 7 ／〃 〃〃〃〃 /r ／‘ ／7才

身長についてふると， 男子の場合，標準偏差は12才

7.6cm, 13才8Cm, 14才7.7cwであって， この時期が

最も大きい。変動係数においても12才5.3％,13才5.4

％,14才4.9％で標準偏差と同じく大きい時期を示して

いる。 (％）表10 変動係数の推移（秋田県）

図5 変動係数と標準偏差の謝上の比較(秋田県）
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次に変動係数の年次推移を7才， 10才， 13才， 16才

について身長・体重・胸囲の三項目を表10に示した。

男子は,昭和30年以降,各年令において著しい変化は

認められなく，わずかに13才の体重,胸囲が大きくなっ

てきた程度である。女子の場合には，発育の最も著しい

10才が,身長・体重・胸囲とも年度が進むにつれて増加

していることがわかる。

妙

年‘ γ ' 7 /･ " ﾉｭ /j ゲ ノJ ﾉJ /7"ノ鵠
’1j

これは，身長の急増期にあるものと，未だそれに達し

ないものの多くおることをあらわしている｡
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比胸囲は両性とも男子12才(49.1)，女子9才(47‘8）
5体格指数の特徴 まで減少はしていくが，その後は両性とも加速的に大ぎ

学校保健統計報告書の秋田県平均値から算出した，児 くなり， 17才に達すると男子52,5,女子53.1となり成

童・生徒の比体重・比胸囲・比座高・比下肢長・肥痩係 人値になる。

数等の体格指数の推移は次のとおりである。 全国値の場合は, (昭和37年度)男子11才，女子10才
であるところからすれば，秋田県は異なる傾表11 比体重の年令差 （秋田県）
向を示している。

161 17 肥痩係数の年令別変化をみると，男子は11

雛薑蹴，懸懸,墨蝋'二
令の増加とともに身体が充実し， 男子は23．

灘: ‘,女子は川伽｡児童型から成人型［
32.職かわる｡

また，比胸囲・肥痩係数の性別相異を承る

と，小学校時代では男子が女子にまさっているが，中学

校以降になるに逆に女子が男子を上まわっていく。

全国平均値からゑた比胸囲，肥痩係数は，いずれの年

令においても，秋田県がはるかに良くなっている。 5段

階表によると，男・女とも「大」の区分に属し，全国的

には最上位を占めている。これらのことから，ズングリ

した体型が容易にわかる。

比座高と比下肢長の年令別変化を図7に示した。
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表11は比体重の各年令の年度推移を示した。年令別

に承ると，男・女とも2小学校時代が最も小さく， 中学

校・高等学校となるにつれて大きくなる。

男子の場合， 6才が17.3(昭和39年度）であるが， 17

才には35.5となり2倍以上となった。これは,幅厚育が

長育を上まわっているからである。

女子の場合も男子と同じく，年令が多くなるにつれて

比体重の増加が著しくなる。

両性を比較すると，女子が男子より多い年令は11～14

才にかけてであるが， この時期が女子の発育を特徴づけ

ている。

昭和25年， 30年， 35年， 39年度を比較すると，両性

ともいずれの年令とも，近年になるにつれてわずかでは

あるが，増加の傾向が承られる。

比胸囲，肥痩係数の年令別変化を図6に示した。

図7 比座高，比下肢長の年令別変化（秋田県）
（昭和39年度）

銘”

図6 比胸囲，肥痩係数の年令別変化 （秋田県）
（昭和39年度）
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小学校時代には性差を認めることはできないが. 11才

から差異があらわれ,12才以降になると，女子は男子よ

り大きくなっていく。つまり，年令の増加にともなって

比下肢長が大となるわけで,男子は14才(比下肢長46.3）
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女子11才(比下肢長45.7)が頂点となる。この時期が最

もスタイルの良い身体となる。

この年令以降は再び胴長となり，17才に達すると男子

は12才，女子は8才と同じ指数となる。

全国的な区分からみると，男・女とも比下肢長は「や

や小」の範囲に属している。

表12 体格指数の年次推移

長の格差はなかなか縮まらない。

3体型は，身長に対して，胸囲・体重等の幅厚育が比

較的大きい，いわゆるズングリ型をしている。
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男＝14才，女＝12才

表12は，体格指数の年次推移である。男子14才，女

子12才に関する指数であるが，比体重では昭和23年に

27.1 （男)， 24．0(女)あったのが， 昭和39年になると

30.0(男)， 26．5(女）というように，近年になるにつれ

て，上昇する傾向を示している。

しかし，比胸囲，肥痩係数はむしろ現状維持に承うけ

られる。

全国値の比体重，比胸囲，肥痩係数が一般に「小」に

なりつつある傾向を承せているところ，つまり，年々身

長が伸びてヤセギス化が承られるのに比較すれば，秋田

県児童・生徒の発育傾向は好ましいといえる。

総 括

以上は,昭和23年度から39年度にいたる秋田県児童．

生徒の身体発育について考察したが，その結果をまとめ

ると次のようになる。

1最近，論議をかもしている，発育加速化現象は秋田

県においても承られ，発育の急増期は昭和23年度に

くらべて2年分ほど低くなった。

2身長が全国平均より劣っているが， これは就学時に

おいて，すでにゑられている。しかも，年間発育量が

年々増加しているものの，全国値がより良いので，身
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